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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成28年9月1日(2016.9.1)

【公表番号】特表2015-527316(P2015-527316A)
【公表日】平成27年9月17日(2015.9.17)
【年通号数】公開・登録公報2015-058
【出願番号】特願2015-521033(P2015-521033)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  31/553    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/713    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7105   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7088   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5517   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/113    (2010.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   31/553    ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/713    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/7105   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/7088   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/5517   　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成28年7月11日(2016.7.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　医薬として用いるための、少なくとも１種類のＨＤＡＣ４サイレンシング剤と、式（Ｉ
）：
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【化１】

　（式中、
　Ｒ’は、Ｈ又はアルキルであり；
　Ｒ’’は、Ｈ又はアルコキシであり；
　Ｒ１及びＲ２は、Ｈであるか、又は一緒にオキソを形成し；
　Ｒ３及びＲ４は、独立してＨ若しくはＯＨであるか、又は一緒にオキソを形成し；
　Ｒ５、Ｒ６、Ｒ６’、Ｒ７、及びＲ８は、独立して、Ｈ、アルキル、アルコキシ、ヒド
ロキシ、ヒドロキシルアルキル、アルコキシカルボニル、モノアルキルアミノ及びジアル
キルアミノからなる群から選択され；
　Ｘは、ＣＨ２又はＯであり；
　ｎは、０又は１である）
の化合物、又は式（ＩＩ）

【化２】

の化合物との組合せ。
【請求項２】
　前記ＨＤＡＣ４サイレンシング剤が、ｓｉＲＮＡ分子、ＤｓｉＲＮＡ分子、人工ｍｉＲ
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ＮＡ前駆体、ｓｈＲＮＡ分子、アンチセンスオリゴヌクレオチド、及びリボザイムからな
る群から選択される、請求項１に記載の組合せ。
【請求項３】
　前記ＨＤＡＣ４サイレンシング剤が、配列番号１から１７０からなる群から選択される
核酸配列を含む、請求項１に記載の組合せ。
【請求項４】
　式（Ｉ）又は（ＩＩ）の前記化合物が、
【化３】

　からなる群から選択される、請求項１に記載の組合せ。
【請求項５】
　脳がん、神経膠腫、星状細胞腫、及びグリア芽細胞腫からなる群から選択される過剰増
殖性疾患の処置で用いるための、請求項１に記載の組合せ。
【請求項６】
　前記ＨＤＡＣ４サイレンシング剤及び式（Ｉ）又は（ＩＩ）の前記化合物が、同時に、
逐次に、又は別々に投与される、請求項１から５までのいずれか一項に記載の組合せ。
【請求項７】
　請求項１から６までのいずれか一項に記載の組合せ、及び少なくとも１つの薬学的に許
容される担体を含む医薬組成物。
【請求項８】
　少なくとも１種類のＨＤＡＣ４サイレンシング剤を含む、過剰増殖性細胞を化学療法剤
に対して感作させる医薬組成物。
【請求項９】
　少なくとも１種類のＨＤＡＣ４サイレンシング剤を含む、化学療法剤と組合せて過剰増
殖性疾患を処置する医薬組成物であって、該化学療法剤が、式（Ｉ）：
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【化４】

　（式中、
　Ｒ’は、Ｈ又はアルキルであり；
　Ｒ’’は、Ｈ又はアルコキシであり；
　Ｒ１及びＲ２は、Ｈであるか、又は一緒にオキソを形成し；
　Ｒ３及びＲ４は、独立してＨ、ＯＨであるか、又は一緒にオキソを形成し；
　Ｒ５、Ｒ６、Ｒ６’、Ｒ７、及びＲ８は、独立して、Ｈ、アルキル、アルコキシ、ヒド
ロキシ、ヒドロキシルアルキル、アルコキシカルボニル、モノアルキルアミノ及びジアル
キルアミノからなる群から選択され；
　Ｘは、ＣＨ２又はＯであり；
　ｎは、０又は１である）
の化合物、又は式（ＩＩ）

【化５】

の化合物を含み、該ＨＤＡＣ４サイレンシング剤と化学療法剤は、併用して、同時に、又
は逐次に対象に投与される、医薬組成物。
【請求項１０】
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　前記ＨＤＡＣ４サイレンシング剤が、ｓｉＲＮＡ分子、ＤｓｉＲＮＡ分子、人工ｍｉＲ
ＮＡ前駆体、ｓｈＲＮＡ分子、アンチセンスオリゴヌクレオチド、及びリボザイムからな
る群から選択される、請求項８又は９に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　前記ＨＤＡＣ４サイレンシング剤が、配列番号１から１７０からなる群から選択される
核酸配列を含む、請求項８～１０までのいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１２】
　脳がん、神経膠腫、星状細胞腫、及びグリア芽細胞腫からなる群から選択される過剰増
殖性疾患の処置のための、請求項８～１１までのいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　前記ＨＤＡＣ４サイレンシング剤及び式（Ｉ）の前記化合物が、同時に、逐次に、又は
別々に投与される、請求項８から１２までのいずれか一項に記載の医薬組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　一部の他の実施形態では、式（Ｉ）の化合物は、
【化２】

　からなる群から選択される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００６１】
　式（Ｉ）を有する化合物の非限定的な例には、表３に掲載されるスタウロスポリン（Ｓ
ＴＳ）、ＰＫＣ４１２、Ｋ２５２ａ、ＵＣＮ－０１、ＣＥＰ－７０１、及びＳＢ－２１８
０７８が含まれる。
【表３－１】
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【表３－２】
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【表３－３】
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